
1  対戦者２人が定められた同じ釣り場に入る。

2  上限、下限、中央線(ﾊｰﾌﾗｲﾝ)を対戦相手、審判員とともに確認する。

3  ジャンケンをして勝った者が前半戦は上流を釣る。

4  ハーフタイムで上下流の釣り場を交替する。

5  限界線は上限、下限、中央線とも選手の立った位置。

6  ラインオーバーでかけたアユ、及び取り込んだアユは無効。

7  場所交替のロスタイムは認めない。

8  試合開始前に川に入って準備することは厳禁。

 但し、オトリ缶及び引き船を沈めるために入る場合を除く。

9  試合開始前にオトリを出して鼻カンを通さない。

10  試合開始前に選手はお互いのオトリ缶、引き船にオトリ以外のアユが入っていないことを、

 お互いに確認し合う。

 (ﾎﾞｸｼﾝｸﾞや相撲と同じで、“儀式”として励行してもらう。)

11  対岸に渡渉するときは、中央線上下５ｍ以内は歩かない。

 前半戦が終了したら、速やかに岸に上がること。川の中を歩いて場所交替することは厳禁。

12  前半戦終了して岸に上がるときは、出来る限り流れに直角に歩く。

 斜めに横切ったりして、釣り場を荒さない。

13  試合終了後、直ちに本部へ帰還し対戦相手と立会のうえ、検量を行う。

14  高切れはもちろん、根ガカリなどで放流したアユは、すべて無効と。

 高切れなどで、流れてきたアユがかかった場合は有効、得点として認る。

15  オトリが指定された釣り場の区域外で根ガカリした場合、ラインオーバーして回収することは禁止。

 糸を切って放流する。

16  竿、糸、ハリの銘柄、及び長さ、太さ、大きさはすべて自由。

 但しハリは４本以内。

17  釣り方は、友釣りに限る。オトリは各試合１人２尾。オトリの貸借りは厳禁。

18  記録員以外のセコンド及びギャラリーは、川に入らない。

ア  ユ  競  技  規  則


